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私
費
外
国
人
留
学
生
選
抜

令
和
七
年
度

熊
本
県
立
大
学
文
学
部

日
本
語
日
本
文
学
科

入
学
試
験
問
題

日
本
語
の
読
解
能
力
及
び
日
本
文
学
（
現
代
文
学
・
古
典
文
学
）
の
理
解
度
に
つ
い
て
の
試
験

︱

注
意
事
項

︱

１

問
題
・
解
答
用
紙
は
こ
の
表
紙
を
含
め
て
九
枚
あ
り
ま
す
。

２

解
答
は
す
べ
て
別
紙
解
答
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
。

３

解
答
用
紙
の
す
べ
て
に
受
験
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
。

試
験
終
了
後
は
、
こ
の
問
題
・
解
答
用
紙
を
す
べ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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一

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
よ
。

（
羽
生
善
治
『
直
感
力
』
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
○
一
二
年
）

問
一

本
文
中
の
傍
線
部

～

に
つ
い
て
、
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
ひ
ら
が
な
は
漢
字
に
直
し
て
書
け
。

a

c

問
二

波
線
部
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
に
つ
い
て
、「
勝
負
を
投
げ
る
」「
完
膚
無
き
ま
で
」「
踏
ん
張
る
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ

ど
う
い
う
意
味
か
答
え
よ
。

問
三

本
文
中
の

の
語
と
同
じ
意
味
の
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

む
し
ろ

イ

も
っ
ぱ
ら

ウ

け
っ
し
て

エ

お
お
よ
そ
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問
四

二
重
線
部
「
そ
の
違
い
を
理
解
し
、
見
極
め
の
精
度
を
高
め
て
い
く
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
何
と
何
と
の
違
い
を
理

解
し
見
極
め
る
と
述
べ
て
い
る
か
、
本
文
の
抜
粋
で
は
な
く
、
自
身
の
言
葉
で
説
明
せ
よ
。

問
五

こ
の
文
章
の
中
で
筆
者
は
勝
負
と
決
断
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
本
文
の
内
容
や
過
去
の
経
験
と
関
連
付
け
て
、
自

身
の
決
断
力
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

二

次
の
文
章
は
『
土
佐
日
記
』
の
一
節
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
よ
。

＊

作
者
は
、
土
佐
国
か
ら
都
へ
戻
る
途
中
、
室
津
（
現
在
の
高
知
県
室
戸
市
）
と
い
う
場
所
に
滞
在
し
て
い
る
。

む
ろ

つ

注
十
八
日
＝
承
平
五
（
九
三
四
）
年
一
月
十
八
日
。

同
じ
と
こ
ろ
＝
土
佐
国
室
津
の
港
。

泊
＝
船
着
き
場
。
港
。

男
ど
ち
＝
男
性
た
ち
。

心
や
り
＝
気
晴
ら
し
。

磯
＝
岩
や
石
の
多
い
海
岸
。

鶯
＝
鳥
の
名
。

船
の
長
＝
船
を
漕
ぐ
人
た
ち
を
ま
と
め
る
人
。

翁
＝
年
を
取
っ
た
男
性
。

人
の
何
か
と
い
ふ
＝
人
々
が
色
々
と
評
価
を
す
る
。

歌
主
＝
歌
を
作
っ
た
人
。

気
色
＝
気
分
。
機
嫌
。

ま
ね
べ
ど
も
＝
真
似
を
し
よ
う
と
し
て
も
。

ま

ね

読
み
据
ゑ
＝
き
ち
ん
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
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問
一

二
重
傍
線
部
⒜
～
⒟
の
語
の
品
詞
は
何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

動
詞

イ

形
容
詞

ウ

形
容
動
詞

エ

助
動
詞

オ

助
詞

カ

副
詞

キ

接
続
詞

ク

名
詞

問
二

傍
線
部
⑴
～
⑹
の
う
ち
、
助
動
詞
「
ず
」
の
活
用
で
な
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
数
字
で
答
え
よ
。

問
三

太
傍
線
部
①
～
④
の
助
動
詞
の
意
味
は
何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
適
切
な
も
の
を
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

過
去

イ

断
定

ウ

自
発

エ

受
身

オ

推
量

カ

完
了

キ

希
望

問
四

傍
線
部
Ｘ
・
Ｙ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
五

波
線
部
Ａ
に
つ
い
て
、
次
の
例
を
参
考
に
し
て
、
品
詞
・
活
用
の
種
類
・
活
用
形
を
答
え
よ
。

（
例
）
形
容
詞
・
ク
活
用
・
未
然
形

問
六

傍
線
部
Ｂ
の
現
代
語
訳
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

こ
の
歌
は
、
い
つ
も
は
無
口
な
人
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

イ

こ
の
歌
は
、
い
つ
も
は
漢
詩
を
作
ら
な
い
人
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

ウ

こ
の
歌
は
、
い
つ
も
は
歌
を
作
ら
な
い
人
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

エ

こ
の
歌
は
、
い
つ
も
は
船
に
乗
ら
な
い
人
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

オ

こ
の
歌
は
、
い
つ
も
は
港
に
居
な
い
人
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

問
七

短
歌
形
式
の
和
歌
は
、
五
つ
の
句
で
構
成
さ
れ
る
。
次
の
例
を
参
考
に
し
て
、
傍
線
Ｃ
の
和
歌
の
、
句
の
切
れ
目

た
ん

か

に
、
斜
線
を
入
れ
て
、
五
句
に
分
割
せ
よ
。

（
例
）
春
が
来
て
／
桜
の
花
が
咲
い
た

問
八

波
線
部
Ｄ
に
つ
い
て
、
皆
は
、
何
が
理
由
で
、
そ
の
よ
う
な
反
応
を
し
た
の
か
を
説
明
せ
よ
。

問
九

本
文
の
出
典
で
あ
る
『
土
佐
日
記
』
の
読
み
を
平
仮
名
で
答
え
よ
。

問
十

『
土
佐
日
記
』
は
、
平
安
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
次
の
中
か
ら
、
同
じ
時
代
の
作
品
を
二
つ
選
び
、
符
号
で
答
え

よ
。

ア

雨
月
物
語

イ

源
氏
物
語

ウ

竹
取
物
語

エ

仁
勢
物
語

オ

平
家
物
語
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三

次
の
問
題
に
答
え
よ
。

問
一

次
の
文
学
作
品
の
作
者
名
を
答
え
よ
。

①
「
人
間
失
格
」

②
「
暗
夜
行
路
」

③
「
破
戒
」

④
「
地
獄
変
」

⑤
「
細
雪
」

問
二

次
の
①
～
②
に
掲
げ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
日
本
で
有
名
な
小
説
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
そ
の
小
説
の
作
品
名
・
作
者
名

を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

①②

問
三

次
の
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

（
室
生
犀
星
「
小
景
異
情

そ
の
二
」）

①
こ
の
詩
と
共
通
す
る
詩
情
を
詠
ん
だ
短
歌
を
次
か
ら
一
つ
選
び
符
号
で
答
え
よ
。

アイウエ
②
こ
の
詩
の
作
者
で
あ
る
室
生
犀
星
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
詩
人
を
一
人
、
次
か
ら
選
び
符
号
で
答

え
よ
。

ア

伊
藤
比
呂
美

イ

谷
川
俊
太
郎

ウ

萩
原
朔
太
郎

エ

樋
口
一
葉

③
こ
の
詩
の
背
景
を
説
明
し
て
い
る
次
の
文
に
お
い
て
、
空
欄
二
か
所
に
共
通
し
て
入
る
都
市
名
を

答
え
よ
。

明
治
維
新
以
降
、
新
政
府
の
方
針
も
あ
っ
て
、
日
本
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
中
央
＝

中
心
の
制
度
設
計
に
作
り
替
え
ら
れ
た
。
文
学
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
大
正
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時
代
に
あ
っ
て
も
、
文
学
を
志
す
も
の
は
必
然
に
地
方
か
ら

に
出
て
来
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
あ
っ
た
。

問
四

明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
に
第
五
高
等
中
学
校
（
現
・
熊
本
大
学
）
に
や
っ
て
き
た
英
語
教
員
で
、
作
家
と
し

て
「
怪
談
（KW

AIDAN

）」
な
ど
の
作
品
も
残
し
た
人
物
の
名
を
答
え
よ
。

問
五

明
治
～
昭
和
時
代
に
発
表
さ
れ
た
日
本
の
小
説
作
品
を
一
つ
挙
げ
て
、
そ
の
題
名
・
作
者
・
あ
ら
す
じ
を
記
せ
。

問
六

日
本
の
近
代
文
学
の
特
徴
は
ど
ん
な
点
に
あ
る
か
。
近
代
以
前
の
時
代
の
文
学
と
比
較
し
つ
つ
自
身
の
考
え
を
述

べ
よ
。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
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︱
︱
︱
︱
以
下
余
白
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
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